
２　社会福祉法人定款変更の届出について

（1）　定款変更の届出について

	■　法第45条の36第4項

社会福祉法人は、第２項の厚生労働省令で定める事項に係る定款の変更をしたときは、遅滞なくその旨を所轄庁に届け出なければならない。

■　規則第4条第1項

1　事務所の所在地の変更（法第31条第1項第4号）

2　資産に関する事項の変更（法第31条第1項第9号（基本財産の増加に限る））

3　公告の方法の変更（法第31条第1項第15号）
■ 規則第4条第2項

   前条第１項の規定は、法第45条の36第4項の規定により定款の変更の届出をする場合に準用する。この場合において、前条第１項中「申請書」とあるのは、「届出書」と読み替えるものとする。


(2)　社会福祉法人定款変更に係る届出受理の事務手続きについて

　


　　　　　




　

（3）　定款変更の届出に係る提出書類一覧　（○印：必要となる添付書類）

	　　　　変更事項　　　　　　　　　　　　　　　
　

添付書類
	基本財産の増加
	事務所所在地の変更
	公告方法の変更
	備　　　　　　考

	
	土地
	建物
	現金・

預金等
	
	
	

	社会福祉法人定款変更届出書
	○
	○
	○
	○
	○
	

	評議員会議事録（写）
	○
	○
	○
	○
	○
	原本証明をすること

	理事会議事録（写）
	○
	○
	○
	○
	○
	原本証明をすること

	変更後の定款
	○
	○
	○
	○
	○
	

	変更前の定款
	○
	○
	○
	○
	○
	変更前の定款は、取扱上は不要であるが、変更前の内容を確認するため、できれば添付してほしい

	登記簿謄本
	○
	○
	―
	○
	―
	


（4）　定款変更届出の審査について

	添　付 書 類
	留　　　意　　　事　　　項　　　等

	①社会福祉法人定款変更届出書
	ア 必要事項が漏れなく正確に記載されているか（空欄はないか）。

イ 法人の住所は、定款及び登記簿に記載されているものとなっているか。

ウ 代表者の押印があるか。

エ 内容欄の変更部分にアンダーラインが引いてあるか。

	②評議員会議事録
	ア 議決に加わることができる評議員の３分の２以上が出席し、議事を開いているか。

イ 議決に加わることができる評議員の３分の２以上の同意で議決しているか。

ウ 議事録謄本（抄本）（写）には、議長及び議事録署名人の署名又は記名押印があるか。

エ 原本証明（原本と相違ない旨記載し、確認年月日、氏名、押印）を行っているか。

オ 定款変更の内容を示した議案書が添付されているか。

	③理事会議事録
	ア 議決に加わることができる理事の過半数が出席して議事を開いているか。

イ 議決に加わることができる理事の過半数の同意を得て議決しているか。

ウ 議事録謄本（抄本）（写）には、理事及び監事（定款で理事長及び監事とすることも可）の署名又は記名押印があるか。

エ 原本証明（原本と相違ない旨記載し、確認年月日、氏名、押印）を行っているか。

オ 評議員会の議案として議決されているか。

	④変更後の定款
	「事務所所在地」、「基本財産の増加」、「公告の方法」について、変更後の内容が記載されているか。

	⑤変更前の定款
	前回の定款変更した際の内容となっているか。

	⑥登記簿謄本
	ア 基本財産の増加：不動産の登記簿に基本財産の増加とする部分が登記されているか。また県の承認を得ずに担保提供されていないか。

イ　事務所所在地の変更：法人の登記簿と定款は一致しているか。


（5）　定款変更届出書の様式等について

（添書のあて先は、「○○広域振興局長」。）

	社会福祉法人定款変更届出書


	届　出　者
	主たる事務所
の所在地
	


	
	ふ　　り　　が　　な

名　　　　　　　　　　称
	

	
	理事長の氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)

	届出年月日
	　　　年　　　月　　　日

	定款変更の内容及び理由
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	理　　　　　由

	
	変更前の条文
	変更後の条文
	

	
	
	
	


(注)　１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列4番とすること。

　　 ２　記載事項が多いため、この様式によることができないときは、適宜用紙（大きさは日本工業規格Ａ列4番とする。）の枚数を増加し、この用紙に準じた届出書を作成すること。

　また、変更前の条文と変更後の条文を対比表とすることが困難な場合には、対比表の形式によらないことも差し支えないこと。

　　 ３　この届出書には、社会福祉法施行規則第３条第１項各号に掲げる書類を添付すること。

　　 ４　記名押印に代えて署名することができる。


○○○○第○○－○号
令和○○年○月○○日
社会福祉法人○○○会 理事長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○広域振興局長
社会福祉法人定款変更届出書の受理について

令和○○年○月○○日付け○○第○○号で届出のあった定款の変更について受理しましたので、通知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【担当：保健福祉環境部○○○○課　○○　Tel. ○○－○○○○ 】

◆届出書類は正本１部、副本1部であること。（正本1部は振興局保管用、副本1部(コピー可)は地域福祉課に送るもの。）


◆届出書類を確認して受理する。(添付書類は、次項「(3)定款変更の届出に係る提出書類一覧」のとおり。)








①【法人→所轄庁（岩手県(振興局)）】


定款変更届出書の提出





②【所轄庁（岩手県(振興局)）】


定款変更届出書の審査





◆別項「(4)定款変更届の審査について」に基づき、届出内容を確認する。


◆届出内容を確認するため、追加資料等の提出を求める場合があること。





③【所轄庁（岩手県(振興局)）→法人】


定款変更届出書の受理通知の送付





◆受理通知を作成し、内部決裁後、法人に受理通知を送付する。


◆標準処理日数は20日。(特に定めはないが、定款変更などを勘案し、20日程度としている。)


◆法第59条の２第１項第１号の規定により、定款変更の届出をしたときは、遅滞なく、定款の内容を公表しなければならないので、インターネットの利用により定款を公表するように助言する。








受理通知の様式
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